
目 次 
巻頭言 
 「精神疾患と概日リズム研究の動向 」 ································································· 池田 正明 ······ 1  
お悔やみ 
 「敬愛する近藤孝男先生ご夫妻を偲ぶ」 ································································ 岩崎 秀雄 ······ 3 
 「近藤孝男先生と近藤研の思い出」 ·········································· 寺内 一姫，伊藤（三輪）久美子 ······ 6 
 「近藤孝男さんを偲ぶ」 ···················································································· 本間 研一 ······ 8 
 「Takao Kondo を偲ぶ」 ································································· Carl Hirschie Johnson ······ 9 
 「佐々木三男先生の思い出」 ································································· 高橋 敏治，伊藤 洋 ····· 11 
 
総説 
 「昆虫の光周性と概日時計」 ·············································································· 沼田 英治 ····· 13 
 「ショウジョウバエを用いた睡眠研究」 ································································ 戸田 浩史 ····· 22 
 「時計仕掛けの微生物の世界： 水圏生態系における有機物を介した日周サイクルの伝播」 吉田 天士 ····· 28 
 「視交叉上核の領域的周期差が位相波、朝夕時計、時差ボケ非対称を生み出す」 ············· 重吉 康史 ····· 35  
受賞論文 
 「 “狭間にいるから、みえるものがある” 」 ··························································· 武方 宏樹 ····· 43 
 「植物の概日時計における同期の研究」 ································································ 村中 智明 ····· 46 
 「予想外の結果に翻弄される」 ··········································································· 森岡 絵里 ····· 51 
 「概日時計によるアレルギー疾患治療を目指して」 ·················································· 中村 勇規 ····· 55 
 
時間生物学メモリアルインタビュー 
 「海老原史樹文先生に聞く」 ····························· 聞き手：吉川 朋子・池上 啓介、司会：飯郷雅之 ····· 59 
 
研究室だより 
「時間生物学・睡眠学の学際的研究をめざして」 ······················································· 駒田 陽子 ····· 68 
「共創的な生体リズム研究拠点を目指して」 ························································· 安尾 しのぶ ····· 69  
リレーエッセイ 
「院生時代の体験をふり返って」··········································································· 池上 太郎 ····· 72 
「時間生物学の怪」 ··························································································· 畠山 哲央 ····· 75  
留学体験記 
 「アメリカでのポスドク生活」 ········································································ 梅崎 勇次郎 ····· 77  
第 30 回日本時間生物学会学術大会関連 
 「第 30 回日本時間生物学会学術大会開催報告」 ························································ 粂 和彦 ····· 83 
 「第 30 回日本時間生物学会学術大会に参加して」 ·················································· 高峰 詩由 ····· 85 
 「第 30 回日本時間生物学会学術大会に参加して」 ··············································· 池田 ひかり ····· 87 
 「第 30 回日本時間生物学会学術大会 参加記」 ····················································· 村上 温美 ····· 88 
 「日本睡眠学会第 45回定期学術集会･第 30 回日本時間生物学会学術大会合同大会に参加して」齋藤祐希 · 89 
 「生物リズム若手研究者の集い 2023 参加録」 ·························································· 梶 穂高 ····· 91 
 
関連学会参加記 
 「国際時間学会 第 18 回トリエンナーレ大会」 ······················································· 松村 律子 ····· 93 
 「SfN2023 と寄り道NYC の追憶」 ······································································ 宮﨑 翔太 ····· 96  
第 31 回日本時間生物学会学術大会開催概要 ····························································· 池田 真行 ····· 99  
第 22 回（2024 年度）日本時間生物学会学術奨励賞公募のお知らせ ···························· 岩崎 秀雄 ··· 100  
生物リズムに関する札幌シンポジウム 2024 ·············································································· 101  
アジア時間生物学フォーラム 2024 ························································································· 102  
事務局報告 ······································································································· 小山 時隆 ··· 103  
賛助会員リスト ·················································································································· 108  
執筆要領 ··························································································································· 109  
編集後記 



 
 
 

理事長 重吉 康史 
 

副理事長 岩崎 秀雄 小山 時隆 駒田 陽子 
 

事務局長 小山 時隆 監査委員 中村 渉 
 
理事      

飯郷 雅之 岩崎 秀雄 遠藤 求 岡村 均 小山 時隆 小島 志保子 

駒田 陽子 佐竹 暁子 志賀 向子 重吉 康史 柴田 重信 土居 雅夫 

樋口 重和 本間 研一 三枝 理博 安尾 しのぶ 吉川 朋子 吉種 光 
 
編集委員会 : 吉川 朋子 (委員長)  

明石 真 飯郷 雅之 池上 啓介 伊藤 浩史 岩崎 秀雄 大川 妙子 

太田 英伸 小山 時隆 黒澤 元 駒田 陽子* 小柳 悟 高江洲 義和 

冨田 淳 中村 渉* 沼野 利佳 福田 弘和 山口 賀章 山仲 勇二郎 
 
国際交流委員会 : 本間 研一 (委員長) 

上田 泰己 小島 志保子* 平野 有紗 吉村 崇   
 
広報委員会 : 吉種 光 (委員長) 

伊藤 浩史 遠藤 求* 大出 晃士 平野 有紗 村中 智明  
 
将来計画委員会 : 土居 雅夫 (委員長) 

飯郷 雅之 小島 志保子 佐竹 暁子 志賀 向子* 樋口 重和 三枝 理博 

安尾 しのぶ 吉種 光     
 
ダイバーシティ推進委員会 : 安尾 しのぶ (委員長) 

青山 晋也 岩崎 秀雄* 岡島 義 粂 和彦 小島 志保子* 関 元秀 

本間 あや 吉川 朋子     
 
評議員推薦委員会 : 遠藤 求 (委員長) 

選挙管理委員会 : 飯郷 雅之 (委員長)、佐竹 暁子* 

奨励賞選考委員会 : 岩崎 秀雄 (委員長)、三枝 理博* 

学術委員会 : 柴田 重信 (委員長)、安尾 しのぶ* 

連携委員会 : 岩崎 秀雄 (委員長)、飯郷 雅之* 

研究倫理委員会：樋口 重和 (委員長) 

ポスター賞選考委員会：駒田 陽子 (委員長)、土居 雅夫* 
 

*副委員長、50 音順、2024 年 4 月現在 

日本時間生物学会 



✉mikeda@saitama-med.ac.jp

●●●●●●●●●●●●●●●●● 巻 頭 言 ●●●●●●●●●●●●●●●●●

精神疾患と概日リズム研究の動向 

池田 正明✉ 
埼玉医科大学 医学部 生理学 

私にとっての座右の書がある。と同時にそれは概日リズムに関する本で初めて購入した本でもある。書名は「生

体リズムの発現機構」。1984 年に理工学社から出版され、「体内時計の医療への応用」という副題が添えられて

いる 1)。この本が出版され初めて手に取って頁を捲ったとき、最初に目に飛び込んできた図があった。それは「精

神医学からみた生体リズム」の章の最初に掲載されている図で、躁うつ病の患者さんの２相性の病相を示したも

のある。その図は波が何段も描かれている特徴のある図で、以前同じ図を見たことがあった。それはこの本の編

者のお一人、髙坂陸年先生のお宅でのことだった。当時私は岡山大学医学部の学生で、ある日の夕方先生のお宅

を訪ねると、先生はダイニングテーブルに赤字の入った原稿を広げておられた。私が原稿を覗き込むと、川上正

澄先生と生体リズムの本を出す準備をしているところだと云われ、原稿の図を指しながら躁うつ病には病相変化

があること、うつ病に気分の日内変動があることを短く説明された。

名誉教授となられた髙坂先生は時々古巣の研究室に来られると「うつ病の原因を知るためには体内時計の研究

をすることが一番の近道」と力説され、私が岡山大学脳代謝研究施設の大学院に入って精神・神経科の臨床を始

めていた当時、メンターとしてお世話になった盛政忠臣講師（当時）との間で議論が盛り上がるのを目にしてい

た。その頃、盛政先生はバーゼル大学精神科のアンナ・ビルツジャスティス(Anna Wirz-Justice)博士らと共同

研究をされていて、私が大学院に入った頃はちょうどバーゼルから戻られたばかりで、この分野の研究を熟知さ

れておられる立場であったが、議論の辿り着く先は、スイスの研究室ではトリチウム標識した薬物のバインディ

ングアッセイを用いて、うつ病の動物モデルから得られた脳組織を解析するという新しい手法を駆使しながら概

日リズムとうつ病に関する研究が始まっているが、この分野の研究に対して有力な手がかりとなるような研究成

果はまだない状況とのことだった。

髙坂先生が今からちょうど 40 年前、この本の中で「精神医学からみた生体リズム」のタイトルで記載したこ

の研究分野はどのような進展をみせているのであろうか。この誌面を借りて精神科医としてこの研究分野に入っ

た一研究者の視点から概観してみたいと思う。

この分野の研究を大きく前進させるきっかけになったのは言うまでもなく 1997 年から 98 年にかけての

Bmal1, Clock, Per1-3, Cry1-2 からなる時計遺伝子の発見である。 
私は時計遺伝子 Bmal1 の発見に立ち会う幸運に恵まれたが、この発見は時代の必然や周りの研究者の影響、

そして何よりその頃出会った多くの研究者との共同によって得られたものだった。

私が時計遺伝子の探索を始めるきっかけは高橋清久先生の一言からだった。国立精神神経センター（当時）疾

病研究第三部（高橋部長）に研究員として加わったばかりのある日「先生は以前リズムの研究をされておられた

ようなので、若い研究者にアドバイスをしてください」という高橋先生からの一言からだったと記憶している。

この一言をきっかけに概日リズムの遺伝子制御について考え始めていたちょうどその矢先、ショウジョウバエの

PER との間で配列に類似性のある ARNT の発見が報告された。ショウジョウバエの神経発生に関与する SIM
にも共通するドメインがあり、論文では 3 分子の頭文字をとって PAS ドメインと命名されていた。アミノ酸配

列の一次構造から 3 分子全てが転写因子と考えられるが、DNA 結合配列を持たない PER だけ仲間はずれだ。

PER は DNA に結合できる SIM や ARNT に PAS ドメインを介して結合して転写の阻害をしているのではない

か。SIM や ARNT のような転写促進因子が転写を促進し、それを PER が抑制すると考えれば、ポール・ハー

ディン博士らが示された per mRNA のリズム変動もこの転写制御で説明できる。私はこうしてセロトニン受容

体研究の傍、新規 bHLH-PAS ファクターをクローニングし、その中から時計遺伝子を見つけ出す「PER/SIM
プロジェクト」をスタートさせた。そして埼玉医科大学の生理学に移籍して 4 年目にクレイグ・ベンターが公
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開していた短い EST(expressed sequence tag)のデータベースから新規の bHLH-PAS ファクターcDNA の全長

を同定し、視交叉上核で明暗・恒暗条件下でリズム発現する遺伝子として 1998 年 5 月にフロリダ州のアメリア

アイランドで開催されたSRBRで報告したのがBmal1である。同じシンポジウムで Joseph Takahashi 博士が、

CLOCKがBMAL1とヘテロ二量体を形成してPerプロモーターに結合しその転写を活性化し、生成されたPER
が BMAL1:CLOCK による転写を抑制するという、時計遺伝子からなる転写・翻訳のフィードバックモデルを

提唱した。 
時計遺伝子の発見後、時計遺伝子がうつ病（大うつ病：major depressive disorder）や双極性障害(bipolar 

disorder)、睡眠リズム障害に関連するとする多くの報告があるが、特に私が注目したのは 2013 年にウイリア

ム・バニー博士らのグループが報告したうつ病死後脳の研究である 2)。大うつ病の死後脳でうつ病との関連が指

摘されている背外側前頭前野（DLPFC: dorsolateral prefrontal cortex）を含む 6 部位での RNA 発現を、死亡

時刻をパラメータにとってマイクロアレイで解析した結果、Bmal1 や Per1 などコア時計遺伝子が対照群では

概日リズム性発現するが、大うつ病の脳では、これらの遺伝子のリズム性発現が消失し、特定の位相での発現が

失われたか、あるいは振幅が低下してリズムが検出されなくなったという可能性が示唆された。大うつ病の脳で

コア時計遺伝子のリズム性発現の消失がみられることが、うつ病の病因に直接関連するのかは不明であるが、大

うつ病で多くの脳部位で概日リズムシステムが崩壊していることは、今後、疾患の病因や治療法を探索する上で

大きな意味がある。 
 うつ病の治療と概日リズムに関する知見も注目したい。断眠療法（覚醒療法）と低用量ケタミン療法はうつ

病の症状を短時間で改善し数日間治療効果が持続するとする報告がある。SSRI などの中枢神経系で神経伝達物

質を増強する従来の治療法は、効果が出現するまで少なくとも 2 週間程度の期間を要し、自殺予防の観点など

からも即効性のある治療方法の開発が必要とされてきており、ヨーロッパを中心にして断眠療法を第一選択とし

て実施する施設が増加している。断眠療法とケタミン療法を動物モデルで行った研究があり、中枢神経系での概

日リズムシステムの共通変化が報告されている。それは前帯状皮質（ACC:Anterior cingulate cortex）において

Ciart (Chrono), Per2, Npas4, Dbp, Rorβ を含む時計遺伝子の重複するダウンレギュレーションや

BMAL1:CLOCK を介した CCG（clock-controlled genes）の転写発現の低下を誘発した結果として Dusp1, 
Notch2,  Homer1 などが低下するとする報告である 3)。また、断眠療法とケタミン投与が概日リズムの位相の

変化や振幅の変動を惹起することに加えて、シナプス伝達や MAP キナーゼ系などの細胞内シグナル因子増強に

よって神経発達を誘発している可能性を示唆する結果も含まれている。 
今後、大うつ病に限らず、双極性障害、リズム・睡眠障害を併発することが多い神経発達症など、精神疾患と

概日リズムの関係が明らかになることを通じて、これらの疾患の病因の解明や概日リズムとの関係に焦点をあて

た新規の治療法が開発されることを期待してやまない。 
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コア時計遺伝子のリズム性発現の消失がみられることが、うつ病の病因に直接関連するのかは不明であるが、大

うつ病で多くの脳部位で概日リズムシステムが崩壊していることは、今後、疾患の病因や治療法を探索する上で

大きな意味がある。 
 うつ病の治療と概日リズムに関する知見も注目したい。断眠療法（覚醒療法）と低用量ケタミン療法はうつ

病の症状を短時間で改善し数日間治療効果が持続するとする報告がある。SSRI などの中枢神経系で神経伝達物

質を増強する従来の治療法は、効果が出現するまで少なくとも 2 週間程度の期間を要し、自殺予防の観点など

からも即効性のある治療方法の開発が必要とされてきており、ヨーロッパを中心にして断眠療法を第一選択とし

て実施する施設が増加している。断眠療法とケタミン療法を動物モデルで行った研究があり、中枢神経系での概

日リズムシステムの共通変化が報告されている。それは前帯状皮質（ACC:Anterior cingulate cortex）において

Ciart (Chrono), Per2, Npas4, Dbp, Rorβ を含む時計遺伝子の重複するダウンレギュレーションや

BMAL1:CLOCK を介した CCG（clock-controlled genes）の転写発現の低下を誘発した結果として Dusp1, 
Notch2,  Homer1 などが低下するとする報告である 3)。また、断眠療法とケタミン投与が概日リズムの位相の

変化や振幅の変動を惹起することに加えて、シナプス伝達や MAP キナーゼ系などの細胞内シグナル因子増強に

よって神経発達を誘発している可能性を示唆する結果も含まれている。 
今後、大うつ病に限らず、双極性障害、リズム・睡眠障害を併発することが多い神経発達症など、精神疾患と

概日リズムの関係が明らかになることを通じて、これらの疾患の病因の解明や概日リズムとの関係に焦点をあて

た新規の治療法が開発されることを期待してやまない。 
 
 

参参考考文文献献  
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depressive disorder. Proc Natl Acad Sci USA. 111100. 9950-9955 (2013) 
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近藤孝男先生が、昨年（2023 年）11 月 16 日にお

亡くなりになりました。近藤先生は一貫して時間生物

学の根本的な問いに向き合い、多岐に亘る巨大な足跡

を遺されました。初期には、ウキクサの花成とイオン

吸収リズムの解析に始まり、緑藻や渦鞭毛藻の走光性

リズムに関する生理学的解析を手掛けました。その蓄

積の上に、シアノバクテリアを生物時計の基本原理を

読み解くための非常に優れた実験系に仕立て上げ、従

来の生物時計に関する通説をことごとく覆し、新たな

地平を切り拓きました。中でも、転写翻訳フィードバ

ックループ・モデルを反証し、時計タンパク質 KaiA, 
KaiB, KaiC を ATP とともにインキュベートするだ

けで酵素反応の概日リズム（KaiC のリン酸化リズム

や ATPase 活性のリズム）を試験管内再構成できると

いう発見 1は、時間生物学の研究をまったく新たな次

元に導き、死の直前までその研究を発展させ続けまし

た。これらの成果に対し、アショフ・本間賞、中日文

化賞、朝日賞、紫綬褒章、学士院賞、SRBR Director’s 
Award など多くの賞を授与され、文化功労者、瑞宝重

光章なども受けられました。また、日本時間生物学会

では、事務局長や理事長を歴任され、名古屋大学でも

理学部長や高等研究院長などの要職を務められ、学会

運営や大学運営にも手腕を発揮されました。

私は、1995 年に修士課程の学生として近藤研究室

に合流しました。ちょうど岡崎の国立基礎生物学研究

所から、名古屋大学に移る時で、最初の半年は岡崎、

それ以降は名古屋でした。その頃は、大学院生が 3 人、

テクニシャンが二人、准教授の石浦正寛先生と近藤先

生という、こじんまりしたラボで、実験補助員のお一

人は近藤先生のご伴侶の尚代（ひさよ）さんでした。

その後 2005 年まで、シアノバクテリアの時計遺伝子

のクローニングから概日リズムの試験管内再構成系

の確立までの 10 年間、近藤先生のすぐ傍で、掛け替

えのない研究の日々を送らせていただき、その後も折

に触れてご指導を仰いできました。

近藤先生には偉ぶるところが殆どなく、その柔和

な笑顔と朴訥とした飾らぬ語り口、気さくなユーモア

は、私たち弟子だけでなく、内外を問わず多くの人々

を魅了しました。若者との議論も大好きで、私たち若

造にもいつも耳を傾けてくださいました。実は、近藤

グループの重要な研究成果の中には、研究着手した当

初の先生のアイデアが実験をしているうちに反証さ

れ、大きく方向転換した形で論文にまとめたものが少

なくありません。私にとって最も思い出深い転写翻訳

お悔やみ 

敬愛する近藤孝男先生ご夫妻を偲ぶ 
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フィードバックループの反証 2,3 は、その最たる例で

す。その過程では、若気の至りで私たちが率直な（失

礼な）発言をしたことも数知れません。先生なら大丈

夫という安心感と信頼があったからこそで、大いに甘

えさせていただいていたと反省しつつ、その包容力に

感謝しきれません。同時に、先生にはかなり頑固な面

もありました。そんな場合でも長時間かけて人の意見

をじっくり聞いたうえで判断しておられました。たま

に見せる決然とした厳しい表情には迫力があり、そう

いう時は大変説得力がありました。敵に回したら、か

なり厄介だったと思います。 
近藤先生は、常に生物時計に関する本質的な課題を

掲げ、最適な実験系を選び続けました。Kondotron の

愛称（近藤先生自身はそう呼んだことはないですが）

で知られる多チャンネルの生物発光測定装置など、

数々の測定器やプログラムの多くを自作しました。そ

して、常々「重要なのは、やれることに色々手を伸ば

すことではなく、なにをやらないか（本質的な研究に

集中すべき）だ」と述べ、体現しておられたと思いま

す。私がすごいと思ったことは、必要に応じて研究室

の主軸の手法を劇的（抜本的）に転換させることを厭

わなかった点です。これは、なかなかできることでは

ないと思います。先生の凄みは節目節目で発揮されま

したが、それを最も感じたのは、時計の試験管内再構

成系という金字塔を成し遂げる過程ではなく、むしろ

そのあとでした。そのことは、寺内さんが詳しく書い

てくださっていますが、試験管内での時間生物学とい

う新たな地平を、驚くほどの集中力で切り拓き、その

探究は亡くなる直前まで衰えるどころか加速し続け

たと言ってよいでしょう。その過程で、強靭な思考に

基づく、他の追随を許さない深度の独創的な発振仮説

（デュアルカップリング型調和振動子仮説）を練り上

げていきました。先生はその意義を、亡くなる直前ま

で周囲の者に熱く語り続け、それをまとめた論文の完

成を目指されました。その執念はすさまじく、年を追

うごとに鬼気迫るものとなっていました。その一端は、

晩年に書かれた回想 4からも読み取れますが、それで

も論文の完成を見届けることができなかったことは

無念だったでしょう。でも、こんなにも多くの不朽の

成果と宿題を遺していただきました。ひとの何倍も充

実した豊かな研究人生を全うされたと思います。 
しかし、亡くなってみると、偉大な研究者としての

近藤先生という以前に、何よりチャーミングで柔和な

先生のお人柄がとめどなく思い出されます。たとえば、

ある時点まで彼はコーラ中毒でした。オフィスには常

にコークの缶が山積みになっていて、そして決まって

いたるところで飲みかけの缶を出しっぱなしにして

いました。缶を開けた時だけがうまいからそうしたの

か、あるいはぬるくなって多少炭酸ガスが抜けたコー

クを愛していたのかどっちだったか忘れましたが、周

囲の人たちにしょっちゅう和やかなダメ出しをされ

て頭を掻いておられました。コーヒーをマドラーでか

き混ぜることをこよなく愛したことも忘れられませ

ん。どう考えてもコーヒーとミルクは十分混ざってい

るはずだけど、それでもひたすら混ぜ続けていないと

気が済まないらしいのです。 
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学会への出張中、飛行機や長期のドライブの際に、

隣の席で長時間話し込んだことも懐かしく思い出さ

れます。私は美術作家としても活動しているのですが、

近藤先生も古典派からロマン派のクラシック音楽の

熱心な愛好家で、たまに芸術に関する話をすると、彼

は決まってオスカー・ワイルドの「自然が芸術を模倣

する」という言葉を出してきました。その言葉を字義

どおり信じていたわけではなさそうでしたが、心に深

く刺さるものがあったらしいのです。亡くなったあと、

先生のご自宅を訪れると、多くの蔵書の中に、オスカ

ー・ワイルド全集があり、込み上げてくるものがあり

ました。ああ、もっと色々なことをお話ししたかった、

と。ちなみに、アートの語源アルスは本来技芸、技術

を指す言葉です。先生自身が精巧な機械やプログラム

をデザインしながら、驚くほど巧妙な生物時計のから

くりを解こうと最後まで挑み続けたこと、さらに世界

で初めて時計の再構成を成し遂げたにもかかわらず

それに満足せずにそのからくりを探究し続けたこと

を想うと、先生がワイルドの言葉に自分の営みをどの

ように重ねていたのか、改めて訊いてみたかったです。

ただただ残念でなりません。同時に、さぞ辛かったで

あろう闘病から解放されたことに少しほっとしても

います。先生、お疲れさまでした。本当にお世話にな

りました。ありがとうございました。どうぞ安らかに

お休みください。 
先生が亡くなって間もなく、すい臓がんで闘病して

いたご伴侶の尚代さんも、2024 年 1 月 27 日、後を追

うように亡くなってしまいました。近藤研究室の一貫

したメンバーとして、近藤先生とともに最も長きにわ

たって貢献した方でした。「研究室のお母さん」とし

て、その屈託のない笑顔とユーモア、確かな技術で周

囲の方々を常に暖かく支え続けてくださいました。近

藤先生は晩年多く様々な賞を受け取られ、その都度同

窓生でお祝いをしました。最後に近藤先生が何か挨拶

をするのですが、さらにそのあと決まって周囲に促さ

れて尚代さんがコメントをすると、至極控えめな口調

ながらもウィットに富んだトークは常に主役の座を

奪うもので、聴衆を爆笑に叩き込きこんだものです。

私たちにとって、ラボの Closing remark は、尚代さ

んしかありえませんでした。尚代さんにもこの機会に、

心からの感謝とご冥福を申し上げます。また、ほぼ同

時にご両親、祖父母を亡くされたご遺族に、心からお

悔やみを申し上げます。 
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2023 年 11 月 16 日未明、近藤孝男先生が肺炎のた

めお亡くなりになりました。ここに謹んで哀悼の意を

表します。近藤先生のご経歴や輝かしいご功績は、す

でに皆さんがご存知の通りです。私たちは、先生の長

い研究人生の最後の時期に一緒に研究させていただ

いたものとして感謝とともに追悼の小文を記します。 
 近藤先生は概日時計のメカニズムを追求するこ

とに生涯をかけて取り組まれました。2005 年に

Science 誌に掲載された「KaiC による概日時計の試

験管内再構成」1 という常識を覆す発見後、ますます

研究を加速され、2007 年の KaiC の ATPase 活性の

発見 2 以降は、KaiC タンパク質の中に時計の性質す

べてが組み込まれているということを最も重視し研

究に取り組まれました。機械式の振り子時計のような

仕組みがKaiCの中にあるという時計モデルを提唱さ

れ 3、私たちはこの時計モデルを実験的に検証するこ

とを目標に研究を進めていました。KaiC を理解する

ために、機械式の時計の仕組みについての講義をして

いただいたり、振り子時計を撮影したり、先生が集め

た動画を見たりと、貴重な体験をさせていただきまし

た。10 年にわたる長い議論の上に構築された先生の

時計モデルは、2022 年の名古屋大学レクチャーでお

話されており、YouTube で見ることができます 4。 
長く続けてきた先生と私たちの議論は半年ほど中

断していましたが、昨年の 8 月に（お亡くなりになる

3 ヶ月ほど前）、いよいよ時計モデルの論文を投稿す

ると話され、議論を再開しました。先生と寺内、三輪

の 3 人で週に１回のペースで Zoom を利用して論文

内容について議論していました。ミーティングでは、

先生のお話ぶりからこの論文を世に出すことの熱意

がひしひしと感じられました。論文の議論の合間には、

先生も世間話などされ、11 月に開かれる秋の園遊会

に招待され、皇居で陛下にお目にかかることを楽しみ

にされているご様子などをお聞きし、私たちも大変う

れしく思ったものでした。最後になった 10 月 10 日

のミーティングは、名古屋大学病院に緊急入院される

3 日前でした。実は、その際、私たちは先生のお声に

異変を感じました。しかし先生はいつも通り論文の議

論をされ、最後には、ではまた続きは来週に、とミー

ティングを終えられました。 
ご入院後、ICU から一般病棟に移られた先生をお

見舞いに、私たちは名大病院にお伺いしました。帰り

際に、次の面会には最新の実験データと原稿をお持ち

すること、そして最優先でこの論文を作成することを

お約束しました。先生のお声は聞き取れませんでした

が、口の動きと表情から、頼んだよと言われたかのよ

うでした。そして、その 5 日後に、急に先生は旅立た

れました。この時計モデルの論文を世に出す前にお亡

くなりになり、先生はどれほど心残りであったことで

しょう。本当に残念でなりません。先生のご遺志を引

き継いで近藤時計モデルを形にすることが私たちの

役目だと思っています。 
先生から教わったことはたくさんありますが、一番

大切な教えは、本質に真正面から向かうということで

した。常に本質をみること、これが科学者として最も

重要なことであり、それ以外のことをする時間はない、

お悔やみ  

近藤孝男先生と近藤研の思い出 

時間生物学　Vo. 30, No. 1 (2024)  
6



 
 

と教わりました。また、高分解能で再現性が高い結果

を出すことをとても大切にされていました。そのため

に創意工夫をする、その結果得られたデータには説得

力がある、とよくお話しになりました。 
近藤先生は、文化功労者としてのご功績から名古屋

大学の特別教授として生涯にわたり研究室を維持で

きるお立場にあり、お亡くなりになるまで研究室が継

続されていました。そこは、先生の元からアカデミア

に独立して巣立った OBOG の実家のような場所であ

り、近藤先生がいつもにこやかに迎えてくださり、議

論していただける大切な場でした。2018 年から

CyanoClockというシアノバクテリアの概日時計の研

究会が立ちあがり、多くの OBOG が名古屋大学に集

まり先生も交えて議論をすることを先生はとても喜

んでおられました。 
先生が現役の教授であった頃は、近藤研には多いと

きには総勢 30 名ほどのメンバーがいて、自由な雰囲

気で、研究費は潤沢であり、大変恵まれた研究環境で

楽しく研究させていただきました。理系としては珍し

く女性が多い研究室で、多くの女性が近藤研で活躍さ

れました。出産育児を経て私たちが研究を続けること

ができたのも、早くからワークライフバランスにご理

解を示された近藤先生の研究室にいたからだと感謝

しています。近藤先生の奥様の尚代さんは、テクニシ

ャンとして近藤研に長年にわたって貢献されました。

お話がお上手で優しい尚代さんを、研究室のだれもが

信頼していました。尚代さんが、先生の後を追うよう

に 2 ヶ月後に旅立たれたのは、近藤研 OBOG にとっ

て度重なる悲しみとなりました。 
近藤先生は、ラボメンバー全員が研究以外のことで

も集まる機会をたびたび作ってくださり、年末に先生

のご自宅に集まってクリスマス会をするのが毎年恒

例でした。この会では研究室メンバーのみならずその

家族も迎えてくださり、先生お手製のお料理、尚代さ

ん扮するサンタクロースからのプレゼント、それらは

近藤研 OBOG にとって忘れられない楽しい思い出で

す。 
近藤研がなくなってしまうことは OBOG にとって

実家を失うような寂しさを感じます。私たちが先生の

時計研究にかける熱意を受け継ぎ、新たな研究へと発

展させていくことを、先生は奥様と一緒に天国から眺

めておられるのだと思います。教えていただいたこと

を心に、挑戦を続けていきたいと思います。心から感

謝を申し上げます。ありがとうございました。  
 
 

参参考考文文献献  

 
1. Nakajima, M. et al. Reconstitution of circadian 

oscillation of cyanobacterial KaiC 
phosphorylation in vitro. Science 330088, 414-415 
(2005). 

2. Terauchi, K. et al. ATPase activity of KaiC 
determines the basic timing for circadian clock 
of cyanobacteria. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 
110044, 16377-16381 (2007). 

3. Ito-Miwa, K., Terauchi, K., Kondo, T. 
Mechanism of the cyanobacterial circadian 
clock protein KaiC to measure 24 hours. in 
Circadian Rhythms in Bacteria and 
Microbiomes (eds Johnson CH & Rust M) 
pp.79-91 (Springer, 2021). 

4. 名古屋大学レクチャー「24 時間を計るシアノバ

クテリアの時計タンパク質〜概日時計を巡って

50 年」 https://youtu.be/Kv8UM8u5Qgo 
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本間 研一✉ 

北海道大学 名誉教授 
 

近藤孝男さんと最初にお会いしたのがいつだった

か、はっきりと思い出せない。近藤さんは、1984 年

の第 1 回生物リズムに関する札幌シンポジウムに参

加されているので、その時が最初と思われる。近藤さ

んは名大の理学部生物学科の出身で植物の生物時計

を専門とし、私は北大医学部出身でラットなどの小動

物やヒトを研究対象にしていたので、それ以前にはお

会いできる接点は無かった。異なる分野の研究者の出

会い、それが札幌シンポジウムの魅力でもあった。そ

の後、岡崎の基礎生物学研究所に近藤さんを訪ねて行

った記憶があり、またゴードン・リサーチ・カンファ

レンスでも何度か一緒になった。 
 近藤さんは、1990 年代前半、シアノバクテリア

の概日リズムを、発光レポータを用いて観察し、第一

報を PNAS に掲載した。その後、名古屋大学理学部

に移られてからのご活躍ぶりは周知の事実であり、繰

り返し述べる必要はないであろう。近藤さんはラジオ

少年だったようで、しかもコンピュータープログラム

が得意で、実験器具などを簡単に作ってしまった。コ

ンドー・トロンと呼ばれている生物発光用の連続測定

装置もその一例である。近藤さん達が用いたレポータ

技術は画期的で、私の研究室でも是非導入したいと考

えていた。当時哺乳類では、概日時計の指標として測

定していたのは、行動リズムの他は、松果体のメラト

ニンやその合成酵素活性、血中ホルモンや脳内神経伝

達物質などで、測定の自動化はなされていなかった。

私たちは、近藤さんの助言と協力を得て、発光レポー

タによる遺伝子発現リズムの測定に取り掛かった。 
近藤さんは若いころから山登りが好きで、山男であ

った。そういう訳で、北海道にもしばしば来ていたよ

うだ。ヒマラヤに挑戦したこともあるという。山中に

別荘を作ったというから、熱の入れようは半端ではな

い。私が大学を退職し、アショフ・ホンマ記念財団を

設立したとき、近藤さんに評議員になってもらった。

近藤さんは年 1 回の会議に欠かさず出席してくれた。

また、近藤さん自身が受賞者でもあるアショフ・ホン

マ生物リズム賞の選考委員長も務めて頂いた。2023
年 5 月の財団評議員会には、決して万全の体調ではな

いにも関わらず出席して戴き、会食にも参加してもら

った。北海道の自然をあつらえた創作イタリア料理は、

近藤さんも気に入ってくれたようだ。その後 6 月に、

治療法の相談に北大病院を訪れたときにお会いし、一

段落ついてホテルにお送りするとき、明日は家内と 2
人でドライブに行くといっていた。近藤さんの気力、

活力は充分であった。 
 近藤さんが亡くなって 1 月ほど経ってから、奥様

にお悔やみのお手紙を書いた。「近藤先生の思い出は

数多くありますが、なかでも生物時計の発振機構に関

し、1990 年代の初頭に提出されたフィードバックモ

デルについて、お互い生理学の立場から、「あんな単

純なものではないだろう」と意気投合したことを思い

出します。その後、近藤先生は分子振動モデルを提唱

され、ノーベル賞受賞者達の心胆を寒からしめたこと

は記憶に新しいことです」。 

 

お悔やみ  

近藤孝男さんを偲ぶ 

1995年の札幌シンポジウムにて。 
近藤さん（右）と筆者（左） 
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Carl Hirschie Johnson✉ 
Vanderbilt大学 

Takao Kondo は特別な人物でした。最初はひっそ

りと目立たない始まり出だしだったけれど、やがて生

物時計を探究する視点に多大な影響を与えることに

なりました。

私が初めて Takao に会ったとき、彼は岡崎の基礎

生物学研究所の村田紀夫教授のグループの研究員（助

手）でした（写真は、1986 年に基生研で撮ったもの

です。後ろにアップルコンピュータが映ってますね）。

村田博士は膜の流動性と温度効果というテーマでは

「やり手」であり、Takao に気ままに概日リズムの研

究を継続させる一方で、村田さんの研究プロジェクト

にもかなりの労力を割くことを要求していました（が、

Takao はそれに従順だったわけではありません）。し

かし、幸いなことに、世の中には正義があります。最

終的に Takao は、時計とは何かを再評価させる根本

的な貢献を成し遂げたことで、広く認められることに

なり、その研究の深淵において、恩師や村田さんを凌

駕することになりました。

私は、Takao が科学者としての修業を始めたとき、

自分のキャリアが、彼が実際に成し遂げた高みに到達

すると考えてはいなかったと思います。実際には、

様々な栄誉にも浴しました。たとえば朝日賞は、芸術

や学問の分野で顕著な業績を挙げ、その発展に大きく

貢献した人に贈られる、日本人として最も権威のある

賞のひとつですね。さらに名誉なことに、概日リズム

の試験管内再構成の意義を、天皇に直接説明する栄誉

も与えられています（試験管内 KaiABC リズムの発

見については、文献 1に楽しく書かれています）。

ノーベル賞受賞者のセント・ジェルジは「研究とは、

誰もが見たことのあるものを見て、誰もが考えなかっ

たものを考えることだ」という名言を遺しています。

Takao は、見かけと異なり、根本的には異端者、変わ

り者でした。日本人には珍しく辛い食べ物が好きだっ

たし、日本の科学者の多くが NEC のコンピュータを

使っていた頃、彼は一早く Apple/Mac のコンピュー

タを採用していました（写真参照）。また、車もトヨ

タ、ホンダ、マツダ、三菱、日産などではなく、当時

は全輪駆動のスバルを乗り回していました。さらに日

本アルプスだけでなく、ヒマラヤにも登っていました。

これらはすべて、彼が見かけと違って迎合主義者では

ないことを示しています。彼の成功のもうひとつの鍵

は、装置を設計し、データ収集と分析のためのコンピ

ュータープログラムを書く才能でした。こうした特性

が、彼の独創的な科学的アプローチを可能にしたわけ

です。Takao は自伝的な回想[2]で次のようにつぶや

いています。

「他の科学者たちと競争するほど混みあっておら

ず、本当に面白い研究分野はないだろうかと思った。

多くの生物に見られる現象を、それが役に立つかどう

か、例えば医学的に適用できるかどうかにこだわらず

に研究したかった。（中略）当時、私はよく、皆がし

ていた流行りの分子生物学や生化学をやらないと、キ

ャリアに悪影響があると忠告された。そこで、密かに

尊敬していた生化学者と分子遺伝学者を訪ねたとこ

ろ、二人とも、皆がやっていることをやるべきだとい

お悔やみ 

Takao Kondoを偲ぶ 

1986年 基生研にて 
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う考え方は捨てたほうがいいと言ってくれた」2。これ

は、すべての若い研究者たちに聴いてもらいたい有益

な助言だと思います。 
さて、私たちの共同研究は、1985 年に真核緑藻ク

ラミドモナスの時計に関する研究から始まり、やがて

Susan Golden 博士と石浦正寛博士を加えた 4 者によ

るシアノバクテリアを用いた共同研究へと花開きま

した 3,4。最終的に、この共同研究は 「協力的な競争」

へと発展しましたが、多くの同僚は、私たちの共同研

究がこれほど長い間生産的に続いたことに驚いてい

ました。それは、友情と経験の共有にしっかりと根ざ

していたからだと思います。ただ、やがて私たちの研

究室では、学生や研究員のために独立して研究するこ

とが要求されるようになり、Takao たちとの協調関係

に不協和音が生じるようにもなりました。それは私に

とっても悲しいことで、友情が一時中断してしまった

こともありました。C'est la vie. 日本人は「これが人

生だ」と言うかもしれないですね。 
私は Takao の代弁をすることはできませんが、彼

は、試験管内の KaiABC 振動子の研究で得られる概

日機構の洞察は、他のシステムにも一般化できると信

じていたと思います。彼は自伝的な回想[2]でこれら

の概念を説明しようと努めていました。 
Takao Kondo は私の人生を変えました。仕事でも

私生活でも、私はある道を歩んでいましたが、彼との

付き合いと友情によって、別の（より良い）道を歩む

ことになったのです。ありがとう、Takao！ 

参参考考文文献献  

 
1. Iwasaki H (2021) A Retrospective: On Disproving the 

Transcription-Translation Feedback Loop Model in 
Cyanobacteria. In: Circadian Rhythms in Bacteria and 
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2. Kondo TK (2021) Around the Circadian Clock: 
Review and Preview. In: Circadian Rhythms in 
Bacteria and Microbiomes, C.H. Johnson and M. Rust, 
eds. (Springer), pp. 21-52. 

3. Johnson CH and Xu Y (2009) The Decade of 
Discovery: How Synechococcus elongatus became a 
model circadian system 1990–2000. Chapter 4 in: 
Bacterial Circadian Programs, J.L. Ditty, S.R. Mackey, 
C.H. Johnson, eds. (Springer), pp. 63-86. 
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（和訳：岩崎。原文は、Journal of Biological Rhythms に
も掲載される予定です） 
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高橋 敏治 1✉，伊藤 洋 2 
1 法政大学 文学部心理学科、 

2 東京慈恵会医科大学葛飾医療センター名誉院長・日本睡眠学会元理事長 
 

佐々木三男先生が生まれ故郷の青森県弘前市で

2023 年 12 月 6 日に永眠されました。息子さんが

理事長を勤める病院でご家族に看取られながらの

穏やかな最後でした。時差研究の第一人者として

慈恵医科大学、日本航空健康管理室などで活躍さ

れました。この稿では佐々木先生が長年親しまれ

てきた時差ぼけですすめます。特に研究を通して

の人との出会いのことを取り上げたいと思います。 
第一の出会いは、同じ慈恵医科大学の先輩にあ

たる遠藤四郎先生との出会いになると思います。

遠藤先生は、いち早く睡眠研究の重要性を取り上

げられ、厳しい指導で有名な先生でした。佐々木先

生も遠藤先生のことを語られる際には、いつも枕

言葉のようにその厳しさを述べられていました。

佐々木先生は日本航空の乗員健康室に関与されな

がら、時差ぼけ研究を精力的に進められましたが、

最初のころは、日本では「そんなパイロットのぜい

たく病を研究して何になるの？」と学会での発表

も冷ややかな反応が多く、悔しい思いをされてい

たことをお酒の席で漏らされていました。 
しかし、Stanford 大学の故 Dement 先生が佐々

木先生の論文に着目され、声掛けをされたのが第

二の出会いなると思います。その Dement 先生を

中心に世界の 4 大航空会社（日本の日本航空、米

国のパンナム、英国の英国航空、ドイツのルフトハ

ンザ航空）が参加した国際時差ぼけ共同研究が実

施されました。現役でフライトしている 50 名以上

のパイロットを参加者にして、日本、米国、英国、

ドイツで関係する大学や研究所の協力を得ながら

実施されました。この研究では、夜間の睡眠ポリグ

ラフによる睡眠脳波の変化はもちろん、さらに

MSLT（Multiple Sleep Latency Test）による客観

的眠気の測定、一部ですが 24 時間の直腸温リズム

を測定したことが新たな研究展開になりました。

佐々木先生が少数例を積み重ねて検討した、西行

きに比べ東行きフライト時に睡眠障害が強いこと、

東行きフライト時の滞在では REM 睡眠の出現が

多いことが再確認されました。MSLT では東行き

フライトではスコアが短縮し眠気が極端に強くな

り、朝型のタイプでその傾向が強いことが示され

ました。佐々木先生が国際共同研究の最終的な打

ち合わせで自分のそれまでに示してきた結果と違

いがないことをStanford大学での報告会でお聞き

になり、心から安堵された姿は忘れられません。こ

の研究後、MSLT の眠気の分野での重要性を日本

の学会に広められた功績も大きいと思います。こ

の国際共同研究の前には、客観的な眠気の測定法

は、行動指標から測定するフリッカーテストしか

なかったのですが、初めて MSLT で客観的な眠気

を測定できたときの佐々木先生の喜びに満ちたお

顔が忘れられません。一連の時差研究を通して、他

人が何と言おうと自分の確信した研究ターゲット

を持続していく意志力の強さを学ばせて頂きまし

た。また、MSLT は１つの例にすぎませんが、いろ

いろな文献や場所、人とのつながりに、感度の良い

アンテナを張って、最新の重要な情報を得ていく

ことも身をもって示していただきました。この国

際共同研究と前後して、臨床場面では、睡眠相後退

症候群などの睡眠覚醒リズムが問題になっていま

したが、時差ぼけはその格好のモデルであり、睡眠

覚醒と生体リズムの両方に重なるクロスオーバー

的な新たな領域であることが示されました。睡眠

研究者であった佐々木先生にとっても、生体リズ

ムの概念を正確に取り入れ、研究に生かすことは

容易な問題ではなかったと思います。 
その生体リズム関係のブレークスルー的な第三

の出会いが、ドイツの留学から帰国されたばかり

の本間研一先生になると思います。本間先生との

隔離実験を通していろいろな生体リズム研究の手

法を私たちにも体得させて頂きました。佐々木先

お悔やみ  

 
佐々木三男先生の思い出 
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生と本間先生がお会いする時にはいつも最後は東

京で、あるいは札幌での愉快なお酒の席になりま

した。 
佐々木先生の周りにはいつも多くの人が集い、

切磋琢磨する集団として育っていきました。研究

班のまとめ役に最も腐心された伊藤洋（日本睡眠

学会元理事長、東京慈恵会医科大学葛飾医療セン

ター名誉院長）をはじめとして、山寺亘（東京慈恵

医大教授、葛飾医療センター部長）、小曽根基裕（久

留米大学精神医学講座教授）、千葉伸太郎(日本睡眠

学会第 48 回定期学術集会大会会長、太田睡眠科学

センター所長）、松永直樹（日本航空健康管理部主

席産業医）、そして開業して臨床の場で活躍してい

る先生方など、数えだすときりがありません。 
弘前に戻られてからはお会いする機会も少なく

なってしまい、新型コロナ禍が始まる前、弘前にお

訪ねして鍛治町（弘前の一番の飲食街）でお会いし

たのが最後になってしまいました。もっともっと

お会いしたかった。そして、一緒に肩を組んで十八

番だった「憧れのハワイ航路」を歌いたかった。こ

ころからご冥福をお祈りします。合掌。 

 

国際時差ぼけ共同研究の集合写真 

（最前列右から 2 番目が佐々木先生、後ろから 2列目一番左が Dement 先生） 

ロサンゼルスでの時差実験の自由時間の 1コマ

（中央右側が佐々木三男先生） 

ロサンゼルスでの時差実験の 1 コマ 

（メラトニン採血） 
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